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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成24年8月9日(2012.8.9)

【公開番号】特開2011-145049(P2011-145049A)
【公開日】平成23年7月28日(2011.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-030
【出願番号】特願2010-21604(P2010-21604)
【国際特許分類】
   Ｆ２４Ｆ   1/32     (2011.01)
   Ｆ２５Ｂ  41/00     (2006.01)
   Ｆ１６Ｌ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２４Ｆ   1/00    ５４４　
   Ｆ２５Ｂ  41/00    　　　Ｆ
   Ｆ１６Ｌ   1/00    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月30日(2012.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　屋上に室外空調機器を敷設した多層階建物における冷媒配管工法であって、
　複数本の冷媒配管を並置してラックカバーでユニット化した冷媒配管ユニットを工場で
製造し、
　下層階用の冷媒配管ユニットを建物の壁に固定し、
　上層階用の冷媒配管ユニットをクレーンで吊り下げて降下させ、
　両上下冷媒配管ユニットの配管同士を、当該配管よりも大径のユニオンソケットにより
連結し、
　当該ユニオンソケットと上下配管とを溶接で固定させる、
ことを特徴とする多層階建物における冷媒配管工法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明にかかる多層階建物における冷媒配管工法は、上記目的を達成するために、屋上
に室外空調機器を敷設した多層階建物における冷媒配管工法であって、
　複数本の冷媒配管を並置してラックカバーでユニット化した冷媒配管ユニットを工場で
製造し、
　下層階用の冷媒配管ユニットを建物の壁に固定し、
　上層階用の冷媒配管ユニットをクレーンで吊り下げて降下させ、
　両上下冷媒配管ユニットの配管同士を、当該配管よりも大径のユニオンソケットにより
連結し、
　当該ユニオンソケットと上下配管とを溶接で固定させる、
ことを特徴とする。
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